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１ 大会概要 

 日 程  令和３年８月３日(火)～８日(日) 

 会 場  白鳥王子アイスアリーナ・ダイナックス沼ノ端アイスアリーナ 

       新ときわスケートセンター ３会場 

 参加者  チーム参加者：１４都道府県 ２６チーム 

選手５２２名・スタッフ１３４名 計６５６名 

        大会関係者等：２６１名 

                              合計９１７名 

２ 感染結果 

 市 内   ３チーム 生徒１５名  

 道 内   ５チーム 生徒５０名 教職員等７名 

 道 外   ８チーム 生徒６７名 教職員等４名 

 大会関係者 ７名（市内４名、道内２名、道外１名）   

合計１５０名 

＜北海道公表データ＞

「第16回全国高等学校選抜アイスホッケー大会」開催に伴う新型コロナウイルス感染者の発生状況

生徒 教職員等 生徒 教職員等 生徒 教職員等

8月10日 火 26 3 26 3 0 29

8月11日 水 8 1 9 0 0 9

8月12日 木 26 2 26 2 1 1 29

8月13日 金 17 3 17 3 3 3 23

8月14日 土 1 1 1 1 1 1 3

8月15日 日 3 3 0 1 1 4

8月16日 月 1 28 1 29 1 1 1 31

8月17日 火 1 0 1 0 1

8月18日 水 5 5 0 0 5

8月19日 木 0 0 0 0

8月20日 金 0 0 0 0

8月21日 土 4 4 0 0 4

8月22日 日 0 0 0 0

8月23日 月 0 0 0 0

8月24日 火 0 0 0 0

8月25日 水 0 0 0 0

8月26日 木 0 0 0 0

8月27日 金 12 12 0 0 12

65 7 67 4 132 11 6 1 7 150合計

道内 道外 計
合計

参加者 大会関係者

道内 道外 計
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３ 経  過 

日  時 経  過  等 

８月 ７日（土） ◇道外１チーム４名に発熱症状があり検査実施 

◇発熱者が出たチームは、今大会の規定で棄権、準決勝１試合中止 

◇残りの準決勝は、当該チームとの対戦がないことから実施 

◇参加全チームに、参加者の体調管理徹底と健康観察を依頼

８月 ８日（日） ◇道外１チーム４名が陽性 

◇再度、参加全チームに参加者の体調管理徹底と健康観察を依頼 

症状が出た場合は、地元の保健所・医療機関へ相談を依頼 

◇当該チームが棄権したため３位決定戦は中止 

  決勝戦は、当該チームとの対戦がないことから実施 

◇当該チームの残り２６名の検査を実施し２５名が陽性

８月１０日（火） ◇大会実行委員会（市）記者発表（同日付で北海道公表） 

〈発表内容〉 道外１チーム２９名の陽性を確認 

８月１１日（水） ◇大会実行委員会（市）記者発表（同日付で北海道公表） 

 〈発表内容〉 道外１チーム１名、道内１チーム２名、 

市内１チーム６名、計９名の陽性を確認 

８月１３日（金）

      ～

◇感染拡大を受け、全ての大会関係者等の検査を実施依頼

８月１６日（月） ◇市庁舎８階一部窓口を休止（電話対応は可）～２０日(金)まで 

◇４施設（白鳥、沼ノ端、新ときわ、ときわリンク）を閉館 

 ～２２日(日)まで

８月１８日（水）

       ～

◇国立感染症研究所や北海道、苫小牧保健所、市等が大会施設などの

現地確認を含めた調査

８月２３日（月） ◇市長記者会見 「第 16 回全国高等学校選抜アイスホッケー大会」 

 開催に伴う新型コロナウイルス感染者の発生状況について 

８月２５日（水） ◇国立感染症研究所から暫定報告【P6 参照】 

 （提言案） 

 ・健康観察及び健康観察ガイドラインの見直し 

 ・疑い症例発生時の主催者の早期対応 

・参加者、関係者の大会における感染管理 

・飛沫感染、空気感染を起こしにくい競技環境の確保 

・飛沫感染、空気感染を起こしにくい宿泊環境の確保 

８月２７日（金） ◇北海道から道外１２名の陽性公表、全陽性者数１５０名、検査終了

９月 ３日（金） ◇国立感染症研究所、北海道等による WEB 会議 

 ・リンク環境測定の状況等 

９月 ７日（火） ◇白鳥王子アイスアリーナの感染対策実施 

 ・CO2 濃度測定器とサーキュレーターの設置 

 ・選手ベンチの強化ガラスを全て撤去 

 ・ペナルティボックスの強化ガラスを撤去 

 ・外気を取り入れた換気の開始 

- 4 -



９月 ８日（水） ◇第１７回市議会定例会総務委員会にて報告 

９月１１日（土）

  １２日（日）

◇アジアリーグジャパンカップ開幕戦（白鳥王子アイスアリーナ） 

・レッドイーグルス北海道 対 東北フリーブレイズ戦 

CO2 濃度測定実施 【P42 参照】 

９月２７日（月） ◇国立感染症研究所から今大会における新型コロナウイルス感染症

事例の概要報告公表 【P11～13 参照】 

〇感染の主な要因 

  ・大会前からの新型コロナウイルス感染疑い 

  ・健康記録の確認不足 

・リンク施設内の換気不足 

・宿泊施設等の試合会場以外での外部との接触 

〇対策事項 

・疑い症例発生時の対応準備 

・参加チームからの事前の情報収集 

・ベンチでの大声禁止と着席の徹底 

・控室の密な状況と換気の改善 

・会場での徹底した動線管理 

・参加チームの健康状態の確認と主催者への報告の徹底 

・大会 2週間前からの合同練習や試合及び外部との接触の禁止 

・感染対策を講じた宿泊施設の利用 

・ワクチン接種推奨や大会前検査の導入検討 

９月２８日（火） ◇リンク環境測定調査（白鳥王子アイスアリーナ、ダイナックス沼ノ

端アイスアリーナ） 【P45～46 参照】 

１０月 ２日（土）

    ３日（日）

◇アジアリーグジャパンカップ（白鳥王子アイスアリーナ） 

・レッドイーグルス北海道 対 日光アイスバックス戦 

  CO2 濃度測定実施 【P43 参照】 

１０月 ４日（月） ◇国立感染症研究所、北海道等による WEB 会議 

・アイスリンク周囲のガラスにより冷気溜まりが発生し、その中の 

換気が非常に少ないことが感染拡大要因の一つ 

※氷によって冷やされた重い冷気がたまりやすい性質を持ってい

ることで生じる、アイスリンク特有の現象 

・選手ベンチの透明パネルを取り外すことで冷気溜まりの高さを下 

げるとともに、扇風機によって選手ベンチなどの空気を常に攪拌 

することによって環境改善を確認 

１０月３０日（土）

   ３１日（日）

◇アジアリーグジャパンカップ（白鳥王子アイスアリーナ） 

・レッドイーグルス北海道 対 ひがし北海道クレインズ戦 

  CO2 濃度測定実施 【P44 参照】 

１１月１２日（金） ◇国立感染症研究所、北海道等による WEB 会議 

 ・「各リンクにおける現在及び今後の換気対策」の確認 

１１月２５日（木） ◇全国高等学校選抜アイスホッケー大会第４回実行委員会（予定） 

１１月３０日（火） ◇第１８回市議会定例会行政報告（予定） 
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第１６回全国高等学校選抜アイスホッケー大会新型コロナウイルス感染症事例 

暫定報告（要旨） 

１ 国立感染症研究所への支援要請について 

・感染拡大の全体像把握、感染源・経路の検討、合宿を伴う部活動やアイスホッケ

ー競技における新型コロナウイルス感染リスクの低減に向けた助言を北海道か

ら要請。 

２ 感染状況について 

 ・発症日別の陽性者数では、８月４日発症日の陽性者１名から、８月９日発症日の

陽性者３０名がピークとなり、８月１９日まで継続していた。 

 ・陽性者のうち、選手８８％ 

 ・陽性者の７５％は、４チームで占めていた。 

３ 大会主催者及び参加チームへの提言案 

 健康観察及び健康観察ガイドラインについて 

   ・ガイドラインの記載内容の見直し 

   ・参加者、関係者の健康観察の徹底 

 疑い症例発生時の主催者の早期対応 

 参加者、関係者の大会における感染管理 

 飛沫感染、空気感染を起こしにくい競技環境の確保 

 飛沫感染、空気感染を起こしにくい宿泊環境の確保 

４ 国立感染症研究所の今後の支援について 

 ・アイスホッケー連盟や市を通じて、各学校の対策の違い、個人活動による感染の

機会を確認するアンケートの実施及び分析 

 ・北海道及び北海道大学等の協力のもと、白鳥王子アイスアリーナ等の気温・換気

調査の解析 

 ・取りまとめ次第、最終結果が報告される予定（時期未定） 
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4-(1) 国立感染症研究所 暫定報告 (R3.8.25)



「第１６回全国高等学校選抜アイスホッケー大会」における感染対策実

態調査（アンケート）について 

１ 実施主体   国立感染症研究所 

         北海道 

         日本アイスホッケー連盟 

         北海道アイスホッケー連盟 

         苫小牧市 

２ 調査件数   ９６９名 

（大会参加者及び宿泊施設関係者等） 

３ 調査方法   ＷＥＢによる調査 

４ 調査期間   令和３年８月～９月 

５ 調査内容   Ｐ８～１０ 

６ 結果報告   分析した後、最終結果として報告予定（時期未定） 

- 7 -

4-(2) 国立感染症研究所 大会参加者アンケート (R3.8～9）



番号 項目名

1 アンケート記載日

2 記載者氏名

3 年齢

4 性別

5 令和3年7月20日以前に新型コロナウイルス感染症にかかりましたか。

6 それはいつですか。

7 新型コロナウイルスのワクチンを接種していますか。

8 ワクチンのメーカーを教えてください

9 1回目の接種日を教えてください

10 2回目の接種日を教えてください

11
令和3年7月から8月23日まで、今回のアイスホッケー大会関連の人を除き、家族や職場など周囲の人に
新型コロナウイルス感染症の感染者はいましたか。

12 その人が発症した（又は診断された）のはいつですか。

13 その人とあなたの関係を教えてください。

14 以下の持病をお持ちでしたらチェックしてください。

15 事前合宿、公式練習、大会中にたばこは吸われましたか。

16 主につけていたマスクの種類を教えてください。

17 大会に参加した立場を教えてください。

18 大会における役割を教えてください。

19 大会期間中に大会会場で活動した日を教えてください。

20 7月31日の活動場所、会場滞在時間、活動内容を教えて下さい。

21 8月1日の活動場所、会場滞在時間、活動内容を教えて下さい。

22 8月2日の活動場所、会場滞在時間、活動内容を教えて下さい。

23 8月3日の活動場所、会場滞在時間、活動内容を教えて下さい。

24 8月4日の活動場所、会場滞在時間、活動内容を教えて下さい。

25 8月5日の活動場所、会場滞在時間、活動内容を教えて下さい。

26 8月6日の活動場所、会場滞在時間、活動内容を教えて下さい。

27 8月7日の活動場所、会場滞在時間、活動内容を教えて下さい。

28 8月8日の活動場所、会場滞在時間、活動内容を教えて下さい。

29 8月9日の活動場所、会場滞在時間、活動内容を教えて下さい。

第16回全国高等学校選抜アイスホッケー大会参加者アンケート
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番号 項目名

30
事前合宿、公式練習、大会、代表の活動中に、参加チームの選手、部長、監督、コーチ、保護者と
接触（対面で会話）等はありましたか。

31 その時の状況を教ええてください。

32
事前合宿、公式練習、大会、代表の活動中に、参加チームの選手、部長、監督、コーチ、保護者が
マスクをせずに話をしているところを目撃しましたか。

33 その時の状況を教えてください。

34 学校名/チーム名を教えてください。

35 学年を教えてください。

36 大会でプレーしたポジションを教えてください。

37 大会前に手洗い、マスク着用について、部長、監督、コーチから指導を受けましたか。

38 大会期間中に会場に行った日を教えてください。

39 事前合宿、練習、大会中に着替えた場所を教えてください。

40 具体的な場所を教えてください。

41 控室内で着替えていたときに、マスクを外した状態でチームメイトと話をしましたか。

42 控室外の廊下で着替えていたときに、マスクを外した状態でチームメイトと話をしましたか。

43 控室外の廊下で着替えていたときに、マスクを外した状態で他チームの選手と話をしましたか。

44 試合に出場した日を教えてください。

45 試合中にレフェリーやラインズマンとの接触がありましたか。

46 その対戦日と相手を教えてください。

47 試合中に大会関係者（アナウンス、タイムキーパー、カメラマンなど）との接触がありましたか。

48 その日時と相手を教えて下さい。

49 ピリオド間に控室にいるときにマスクをしていましたか。

50 控室で同じ容器の飲み物（ペットボトルなど）を他の選手と一緒に回し飲みしましたか。

51 試合中にリンク、ベンチ、控室以外の場所（会場事務局、役員室、ロッカールーム、客室など）に行きましたか。

52 行った場所、活動内容、その活動時間を教えてください。

53 同じチーム以外の人（他チーム選手、審判、OBなど）と話をすることはありましたか。

54 会場周辺で他チームの人と話をしたり触れ合う機会がありましたか。

55 その場所、相手、話をしたり触れ合った時間を教えてください。

56 練習や試合の前後や最中に、会場でアルコールを使った手指消毒をしましたか。

57 陸上トレーニングや氷上練習で同じ容器で飲み物を友人と飲むことはありましたか。

58 陸上トレーニングや氷上練習前後に、他チームの人と話をしたり触れ合う機会がありましたか。

59 その日時、場所、時間を教えて下さい。

60 ホテルなどに宿泊していましたか。
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番号 項目名

61 何人部屋でしたか。

62 部屋内、食事、入浴の時間を除いて、宿泊施設内でどのくらいマスクをしていましたか。

63 食事の際に、他チームと接することがありましたか。

64 場所と接した時の状況を教えて下さい。

65 宿泊施設で歯磨きをしていた場所を教えてください。

66 具体的な場所を教えてください。

67 ホテルの大浴場を利用しましたか。

68 更衣室での滞在時間を教えてください。

69 同じチームの人と一緒に入っていましたか。

70 大浴場で別チームの人がいましたか。

71 食事、大浴場、チームミーティングを除き、チーム内で生徒や指導者が集まって過ごした機会はありましたか。

72 その場所、日時、活動内容とその時間を教えてください。

73 食事、大浴場、チームミーティングを除き、他チームの選手と接触することはありましたか。

74 その場所、日時、接触していた時間を教えてください。

75 大会終了後のU-18又はU-20の合宿に参加しましたか。

76 代表に招集された滞在中のホテルで、朝食時に他の選手と話をする機会がありましたか。

77 代表に招集された滞在中のホテルで、昼食時に他の選手と話をする機会がありましたか。

78 代表に招集された滞在中のホテルで、夕食時に他の選手と話をする機会がありましたか。

79 代表に招集された滞在中のホテルで、洗濯時に他の選手と話をする機会がありましたか。

80 代表に招集された滞在中のホテルで、コンビニなどに外出することがありましたか。

81 他の選手と一緒に行くことがありましたか。

82 誰と行きましたか。

83 外出した際にホテル外で人と会うことがありましたか。

84 誰と会いましたか。
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4-(3) 国立感染症研究所 概要報告 (R3.9.27)
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5-(1)-① 苫小牧市(リンク指定管理者) (R3.9.1）
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5-(1)-②　日本アイスホッケー連盟 (R3.9.5）
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5-(1)-③　北海道アイスホッケー連盟 (R3.9.7）
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参  加  同  意  書 

（         ）連盟 

 会長           様 
令和 ３年  月  日 

公益財団法人日本アイスホッケー連盟及び（一財）北海道アイスホッケー連盟のルー
ル及びガイドラインを厳守の上、（大会名                 ） に 
参加することを同意します。 

  チーム名  （                  ） 

選手氏名

保護者氏名                          

※未成年者の場合は必ず保護者の方がご記入ください。 
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（    ）月 健康チェックシート〔体温測定/問診表チェック〕 氏名

記入例 体温 問診欄 外出メモ
ワクチン
接種状況

ワクチン
接種状況

21 日 問診欄 外出メモ

6:00 19:00 ○接種した 接種した ： ：

36/2 36/４  '接種して
いない

 接種して
いない

/ /

1 日 問診欄 外出メモ 11 日 問診欄 外出メモ 22 日 問診欄 外出メモ

： ： ： ： ： ：

/ / / / / /

2 日 問診欄 外出メモ 12 日 問診欄 外出メモ 23 日 問診欄 外出メモ

： ： ： ： ： ：

/ / / / / /

3 日 問診欄 外出メモ 13 日 問診欄 外出メモ 24 日 問診欄 外出メモ

： ： ： ： ： ：

/ / / / / /

4 日 問診欄 外出メモ 14 日 問診欄 外出メモ 25 日 問診欄 外出メモ

： ： ： ： ： ：

/ / / / / /

5 日 問診欄 外出メモ 15 日 問診欄 外出メモ 26 日 問診欄 外出メモ

： ： ： ： ： ：

/ / / / / /

6 日 問診欄 外出メモ 16 日 問診欄 外出メモ 27 日 問診欄 外出メモ

： ： ： ： ： ：

/ / / / / /

7 日 問診欄 外出メモ 17 日 問診欄 外出メモ 28 日 問診欄 外出メモ

： ： ： ： ： ：

/ / / / / /

8 日 問診欄 外出メモ 18 日 問診欄 外出メモ 29 日 問診欄 外出メモ

： ： ： ： ： ：

/ / / / / /

9 日 問診欄 外出メモ 19 日 問診欄 外出メモ 30 日 問診欄 外出メモ

： ： ： ： ： ：

/ / / / / /

10 日 問診欄 外出メモ 20 日 問診欄 外出メモ 31 日 問診欄 外出メモ

： ： ： ： ： ：

/ / / / / /

倦怠感、○咳
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 ○有 無

10時買物
14時喫茶
18時食堂「

」

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

※非感染の非接種者の方は、特に感染管理に注意してください。

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無

倦怠感、咳、
咽頭痛、食欲
低下、睡眠不
足 有無
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報告№ 報告状況 新規 □継続
□なし あり

フリガナ ニホン タロウ 性別 年齢

氏名 日本 太郎 男 23

選手 □チームスタッフ □観戦者

□大会役員 □オンアイスオフィシャル □競技役員
＊参加区分が、選手・チームスタッフ・感染者の方は、以下をご記入ください。

大会名

感染区分 □陽性者 濃厚接触者 確定日 2021/12/8

□大会開始前⇒ □現地入り前 □現地入り後

□大会会期中

大会終了後⇒ □現地出発前 現地出発後

指示者

報告期日

チーム名

記入者 監督 ○○○○

指示内容

保健所よりPCR検査を12月8日に指定医療機
関で受けるように指示され、同日検査を受け
た。患者との最終接触より14日間の待機（外
出自粛および健康観察の陽性）を指示された
ため、自宅にて12月8日から18日まで待機す
る。PCR検査は12月11日までに出る予定。

新型コロナウイルス感染症発症状況等報告書

対象者情報 参加区分

〇●アイスホッケー大会

〇●チーム

備考欄

感染情報

確定日時点では、無症状。ブロック大会（12月〇開催）については出場停止
対応。所属チームについては、接触が確認されなかったため大会出場。

〇●チーム-01
記入

2021年12月7日

事案把握

推定される感
染理由確定日2
日前からの行
動歴

職場、自宅の行き来。12月4日に4人で会食（aabb、ccdd、
ee 、自分）。会食を共にしたccddが12月6日に感染者と判明

し、その濃厚接触者と判断された。

指示・対応状
況

保健所
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行 動 記 録 用 紙 

１ チーム名：                   

２ 氏  名：                   

３ 記 入 日：   月   日（  ） 

４ 主な行動： 
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観戦（予定）者

選手
背番号

選　手　名 氏　　　名
※家族・同居人

連絡先電話番号
※日中に連絡のつく番号

続柄

観戦者受付名簿

チーム名
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5-(1)-④　日本アイスホッケー連盟 (R3.10.29）
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5-(2)-① 国立感染症研究所 高校生スポーツ大会提案 (R3.9.3）
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令和３年９月３日開催「リンク環境測定結果に関するＷＥＢ会議」内容 

●リンク環境測定日 

８月１９日 白鳥王子アイスアリーナ 

８月２０日 ダイナックス沼ノ端アイスアリーナ  

新ときわスケートセンター 

●白鳥王子アイスアリーナ等の環境測定結果 

 ・ 観客席やアイスリンク上部は、概ね外気濃度に近い状況 

 ・ アイスリンク上下で温度成層（３～９℃）が形成、スモークでも視覚的に  

確認 

 ・ 再循環 60000  /h（設計風量）に対し、換気量は約 2000  /h（約 3％） 

 ・ 外気 12000  /h（ＯＡ20％）＋再循環 48000  （設計風量）に対し、換気

量は約 3800  /h（約 6％） 

   上記同一条件＋整氷車（10 分間）に対し、換気量は 8800  /h（約 15％）、

ただし温度成層は維持 

   整氷車で一時的に全体へ攪拌されるが、温度成層はほとんど変化なし 

 ・ オフィシャルベンチに比べ、選手ベンチはアイスリンクに近い環境 

 ・ 選手控室の換気量は、設計値の半分程度で約 600  /h（約 20 人相当） 

⇒ 大空間のため、大風量で設計されているが、アイスリンク＋選手ベンチは温

度成層の環境下で、空気循環、換気量が少ないことが確認された。 

  また、選手控室も人数、代謝量の高いスポーツ選手のエアロゾル発生量を考

えると、換気量不足の可能性が示唆される。 

●その他発言（要旨） 

 ・ 選手ベンチ側で空気が動かなく、ほとんど換気がなかった 

 ・ 施設の換気対策を進める。控室の人数制限や扉の開放、送風機の設置等 

 ・ ベンチからリンクに向けて上向きに風を流すと攪拌効果があるのではな

いか 

 ・ 1.6ｍ辺りの空気を上側に攪拌できないか、選手の顔付近の風が上に上が

ればよい 
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6-(1) リンク環境測定結果 (R3.9.3）
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6-(2) 苫小牧市スポーツ協会
 (R3.9.10、(R3.10.15修正))
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アジアリーグジャパンカップＣＯ２濃度測定結果 6-(3) 苫小牧市スポーツ協会 (R3.9.11～10.31）
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【白鳥王子アイスアリーナ】

・ベンチのパネルの撤去により、温度成層のラインが下がる

外気12000 /h（ＯＡ20％）＋再循環48000 （設計風量）に対し、換気

量は約3800 /h（前回）から約6000 /h（今回）へ増加 

空気の流れとして、アイスリンク→選手ベンチ→通路を確認、一部観客 

席への流れも確認できるが、その影響は小さいと考える 

・扇風機（4台、風量小）の運転により、選手ベンチの空気が攪拌される

アイスリンク側に向けて吹いており、上記の空気の流れに逆行するが、 

運用面からみても妥当な設置・運転方法と考える 

【沼ノ端アイスアリーナ】

・白鳥王子アイスアリーナの初期と同じような傾向を確認

ベンチのパネルを撤去し、例えばネットなどを代用し、安全面に配慮 

しながら温度成層のラインを下げる 

・50％の湿度管理であったが、温度が低かったこともあり、測定期間中は 

70％以上
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6-(4) スケートリンクの環境測定調査 (R3.9.28）
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選手ベンチの透明パネルを撤去
冷気溜まりの高さを下げる

選手ベンチ後ろに大型扇風機を設置
空気を常に撹拌する



７各リンクにおける現在
及び今後の換気対策
※令和3年11月12日開催WEB会議での指摘を踏まえた施設換気対策

苫小牧市

7 各リンクの換気対策
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１-１-１ 白鳥アリーナ１Ｆ換気対策(実施済)

排煙窓や非常口を開放し、外気を取入
れ、空気の流れを強めるようスタンド
ファンを設置。選手控室の扉を常時開
放し、換気を図る。

実施済換気対策
■ 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ)
■ サーキュレーター(小型)

■ 選手控室扉常時開放
■ 排煙窓、非常口開放
■ 試合整氷時シャッター開放
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１-１-２ 白鳥アリーナ２Ｆ換気対策(実施済)

実施済換気対策
■ 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ) 
■ 扇風機(小型)

■ 排煙窓、非常口開放
■ 試合整氷時扉開放

非常口を開放し、換気状況を良くする
よう努めている。ロビーにスタンド
ファンや扇風機を設置し、空気の撹拌
を促している。
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１-２ 白鳥アリーナ指摘事項

① １Ｆロビーの排煙窓から外気を取入れ、２Ｆ観客席上部非常口から排気
する流れが作れれば最適。

② スタンドファンをロビーに設置することは、空気の撹拌目的で使用する
のであれば効果的。

④ 空気清浄機は、換気が不足している部屋での使用は効果的。ただし、
白鳥の控室（60㎡弱）では、３台程度必要。また、できるだけ部屋の
中央に置くのが望ましい。

⑤ オフィシャルは現状の小さいサーキュレーターでは力が弱いため、ヒーター
を複数設置し、暖気で上昇気流をつくるほうが効果的。大きなサーキュレー
ターだと、音が気になったり、寒くなるなどデメリットが大きいと思われる。

⑥ ①を踏まえて、２Ｆ観覧席上部非常口への送風機設置は効果的と思われる。
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・空気を撹拌するため、ロビーやトレーニング
室等にスタンドファン設置

・密閉される可能性のある選手控室、ロッカー
室、トレーニング室等に空気清浄機を設置

１-３-１ 白鳥アリーナ１Ｆ換気対策(改善案)
換気対策改善のための設置予定機器
※１２月補正計上
● 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ) １０台
● 空気清浄機 ２７台

実施済換気対策
■ 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ) 
■ サーキュレーター(小型)

■ 選手控室扉常時開放
■ 排煙窓、非常口開放
■ 試合整氷時シャッター開放

- 51 -



１-３-２ 白鳥アリーナ２Ｆ換気対策(改善案)

・空気を撹拌するため、ロビーに
スタンドファンを設置

・非常口開放時の排気を補助するため
送風機を設置

換気対策改善のための設置予定機器
※１２月補正計上
● 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ) ４台
● 送風機 １０台

送風機ダクト ２０本

実施済換気対策
■ 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ) 
■ 扇風機(小型)

■ 排煙窓、非常口開放
■ 試合整氷時扉開放
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２-１ 沼ノ端スケートセンター換気対策(実施済)

実施済換気対策
■ 扇風機(小型)

■ 選手控室扉常時開放
■ 風除室ドア、非常口開放
■ 試合整氷時シャッター開放

非常口等を開放し、外気を取入れ換気
を促している。また、選手控室の扉を
常時開放し、換気を図る。
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２-２ 沼ノ端スケートセンター指摘事項

① 館全体の換気設備がないため、空気の流れをつくる必要がある。
② 南側の非常口２箇所を開けて給気、選手控室の換気扇での排気が現実的だが、
寒い季節になり、控室のドアを閉めてしまう可能性もあるため難しい。

③ 特に観客席の空気の流れが少ないことが予想されるため、南側の非常口
２箇所に送風機を設置し、給気と排気を行うことが重要。

④ 空気清浄機は、閉め切った空間での使用は効果的。白鳥の控室同様、
３台程度必要。できるだけ部屋の中央に置く。
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２-３ 沼ノ端スケートセンター換気対策(改善案)

・空気を撹拌するため、ロビー、選手控室にスタンドファンを設置

・密閉される可能性のある選手控室等に空気清浄機を設置

・非常口に送風機を設置、給気と排気を行い空気の流れをつくる

・送風機付近にスタンドファンを置き、空気の流れを強める

換気対策改善のための設置予定機器
※１２月補正計上
● 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ) ７台
● 空気清浄機 １３台
● 送風機 ５台

送風機ダクト １０本

実施済換気対策
■ 扇風機(小型)

■ 選手控室扉常時開放
■ 風除室ドア、非常口開放
■ 試合整氷時シャッター開放
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３-１ 新ときわスケートセンター換気対策(実施済)

スタンドファンを選手ベンチ裏、
サーキュレーター（小型）を選手控室
に設置し、空気の撹拌を実施。

実施済換気対策
■ サーキュレーター(小型)

■ 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ)
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３-２ 新ときわスケートセンター指摘事項

① リンク天井にシロッコファンがあり給排気可能だが、ガラスが曇るため
あまり使用できていない状況。

② 外気温が下がれば、ガラスの曇りは少なくなるはずなので、シロッコファン
を積極的に使用すること。排気ファンだけでも使用すべき。

③ 控室には換気設備があるが、寒くなりドアを閉めてしまうこともあるため、
空気清浄機の使用は効果的。できるだけ部屋の中央に置く。

④ 北側両端に非常口があるため、送風機を設置し、給排気を行うと効果的。
⑤ リンク周囲に観客席があり、スタンドファンを設置し空気を撹拌する。
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３-３ 新ときわスケートセンター換気対策(改善案)

・空気を撹拌するため、観客席、選手控室、
エントランス通路等にスタンドファンを設置

・選手控室、ラウンジ等に空気清浄機を設置

・非常口に送風機を設置、給気と排気を行い
空気の流れをつくる

換気対策改善のための設置予定機器
※１２月補正計上
● 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ) １０台
● 空気清浄機 １０台
● 送風機 ２台

送風機ダクト ４本

実施済換気対策
■ サーキュレーター(小型)

■ 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ)
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４-１ ときわスケートセンター換気対策(実施済)

スタンドファンをペナルティボックス後方、
サーキュレーター（小型）を選手控室に設
置し、空気の撹拌を実施。

実施済換気対策
■ サーキュレーター(小型)

■ 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ)
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４-２ ときわスケートセンター指摘事項

① 築４０年を超える施設であり、リンクに換気設備はないと思われる。
古い施設であれば、外気は隙間から入るため、スタンドファンで空気を撹拌
することが効果的。

② 選手控室には換気設備があるが、古いためほとんど機能していない
可能性があるため、スタンドファンと空気清浄機を設置。

③ 北側両端に非常口があるため、送風機を設置し、給排気を行い空気の流れを
つくる。

④ オフィシャル・選手ベンチは冷気溜まりになっていると思われるため、
送風機よりもスタンドファンでの撹拌が効果的。

⑤ オフィシャルや選手ベンチが他のリンクに比べて低い位置にあり構造が
異なるため、CO2濃度計を設置し、状況の把握が必要。
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４-３ ときわスケートセンター換気対策(改善案)

・空気を撹拌するため、ロビー、選手控室、ベンチ後方、オフィシャル
後方にスタンドファンを設置

・選手控室、休憩室に空気清浄機を設置

・非常口に送風機を設置、給気と排気を行い空気の流れをつくる

換気対策改善のための設置予定機器
※１２月補正計上
● 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ) １２台
● 空気清浄機 ９台
● 送風機 ４台

送風機ダクト ８本

実施済換気対策
■ サーキュレーター(小型)

■ 大型扇風機(ｽﾀﾝﾄﾞﾌｧﾝ)
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８ 「新型コロナウイルス感染症拡大防止に関する基本方針」の見直しについて 

◎ 今後、大会参加者アンケート調査の分析結果等を踏まえて、関係機関や参加チーム等と協議・

調整を行い、来年度大会の開催に向けて、できるだけ早期に基本方針の見直しを行い、市ホ

ームページなどで公表しながら、基本方針の周知徹底に努めてまいります。 

＜見直しの主なポイント＞ 

１ 大会開催可否判断 

 ・実行委員会としての連絡体制を確立し、随時開催可否判断を行う体制づくり 

・保健所や医療機関等の連絡体制を構築し、調整・協議できる体制づくり 等 

２ 感染対策 

 ・ＰＣＲ検査又抗原定量検査の実施 

 ・ワクチン接種の推奨  

 ・各地域の感染状況やウイルスの感染力に関する情報収集 等 

３ 健康観察の徹底 

 ・選手等の健康及び行動管理を徹底するため、各チームに感染防止対策担当者を設置 

・関係者全ての名簿提出や連絡先等の情報集約 

・大会２週間前からの健康状態の確認 

・大会２週間前からの練習試合や外部との接触の制限 

・体調不良者や疑い症例発生時における実行委員会への迅速な報告の徹底 等 

４ 大会会場内における行動監視 

・各施設内の動線を監視するため、チームごとの監視員配置 等 

５ 宿泊施設 

 ・選手同士等の接触を避けるための宿泊施設の調整 

 ・食事会場の利用時間を指定するなどの調整 

 ・大浴場の使用中止や使用時間の指定 等 
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９ まとめ 

(1) スケートリンク換気対策 

 各スケートリンクの換気対策については、「7 各リンクにおける現在及び今後

の換気対策」に掲載のとおり、十分な換気対策を施しながら、安全なリンク環境

の下で競技を行ってまいります。 

(2) アイスホッケー競技感染対策 

アイスホッケー競技における感染対策については、「5各関係機関における感染

症対応マニュアル等(1)アイスホッケー関連」に掲載のとおり、日本アイスホッケ

ー連盟や北海道アイスホッケー連盟等のマニュアルなどを遵守し、控室やベンチ

の利用方法等の周知徹底を図りながら、アイスホッケー競技を行ってまいります。 

(3) 大会基本方針の見直し 

今後、大会参加者アンケート調査の分析結果等を踏まえて、関係機関や参加チ

ーム等と協議・調整を行い、来年度大会の開催に向けて、できるだけ早期に基本

方針の見直しを行い、市ホームページなどで公表しながら、基本方針の周知徹底

に努めてまいります。 

(4) 今後について 

① 今後は、国立感染症研究所の大会参加者アンケート分析や最終報告（時期未

定）、北海道によるリンク換気調査の分析結果等が判明してまいります。また、

新型コロナウイルス感染症の状況や感染対策が変化していくことも想定され

るため、この度の検証報告をベースとして、その都度改善を図りながら、安全

安心にスポーツ活動ができる環境づくりに努めてまいります。 

② この度、各スケートリンク感染対策を検証しましたが、今後は、他スポーツ

関係者にも周知徹底を図るとともに、総合体育館等の室内施設に対する感染対

策を図ってまいります。 

＜最後に＞ 

 この度の「第 16 回全国高等学校選抜アイスホッケー大会」における新型コロ

ナウイルス感染症に関する検証にあたりましては、国立感染症研究所、北海道、

北海道大学、苫小牧保健所、日本アイスホッケー連盟、北海道アイスホッケー連

盟等の関係者皆様方に多大なるご支援・ご協力をいただいており、改めて深く感

謝申し上げます。 
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